


Hrl~、\色annaSchi9 び・
*ハンナ・シグラ

「マリア・.ブラウンの結婚」で

79 年ベルリン国際映画祭で見

主演女優賞に輝いて、いま、ア

メリカでも人気沸騰 映画デビ

ューいらいフアスピンダーの子台

ど全作品に出演。くニュー・ジャ

ーマン・シネマ〉の花である。

〈

今

、

世

界

に

あ

る

の

は

ニ

ュl

・

ジ

ャ
i

マ

ン

・

シ

ネ

マ

の

み

で

あ

る

〉
1

1

1フ

ラ

ン

シ

ス

・

コ

ッ

ポ

ラ

監

督

。

ま

さ

に

叩

年

代

、

世

界

の

映

画

界

を

震

憾

さ

せ

た

の

は

新

し

い

西

ド

イ

ツ

映

画

だ

乃

た

o

m
代

、

初

代

の

映

画

作

家

が

続

々

と

輩

出

し

、

商

業

的

妥

協

の

な

い

ア

ウ

ト
l

レ

ン

・

フ

ィ

ル

ム

(

自

作

自

監

督

映

画

)

を

作

り

、

そ

の

水

準

の

高

さ

は

世

界

の

映

画

人

の

限

を

見

は

ら

せ

た

。

中

で

も

ラ

イ

ナ

ー-

W

・

フ

ア

ス

ピ

ン

ダ
l

は

「

ノ

ス

フ

ェ

ラ

ト

ウ

」

の

ヴ

ェ

ル

ナ
l

.

ヘ

ル

ツ

ォ

!

ク

と

共

に

か

初

年

代

ド

イ

ツ

表

現

主

義

映

画

の

二

大

巨

頭

フ

リ

ッ

ツ

・

ラ

ン

グ

と

ム

ル

ナ

ウ

の

再

来

。

と

-

一

一

一

口

わ

れ

(

当

人

達

は

そ

の

影

響

を

否

定

し

て

い

る

が

)

、

既

に

第

一

級

の

映

画

作

家

と

し

て

揺

ぎ

な

い

地

位

を

築

い

て

い

る

。

か

自

分

は

ホ

モ

で

あ

る

ぷ

と

公

然

と

発

三

一

回

し

た

り

、

打

年

に

ド

イ

ツ

で

は

二

度

と

映

両

を

作

ら

な

い

と

ア

メ

リ

カ

永

住

山

日

一

一

一

一

一

口

を

し

た

か

と

思

え

ば

、

す

ぐ

さ

ま

「

マ

リ

ア

・

ブ

ラ

ウ

ン

の

結

婚

」

製

作

の

た

め

に

帰

国

す

る

な

ど

、

何

か

と

ス

キ

ャ

ン

ダ

ラ

ス

な

話

題

に

事

欠

か

な

い

フ

ア

ス

ピ

ン

ダl

は

“

年
5

月

白

日

生

れ

。

幼

い

頃

か

ら

ハ

リ

ウ

ッ

ド

製

の

喜

劇

や

ギ

ャ

ン

グ

映

画

を

む

さ

ぼ

り

見

て

育

ち

、

前

衛

劇

団

の

座

長

を

経

て

、
ω
年

に

お

歳

の

若

さ

で

長

編

第
1
作

『

愛

は

死

よ

り

も

冷

酷

』

で

デ

ビ

ュ

ー

。

以

後

『

季

節

を

私 -FRi ダ
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監督・脚本・主演の長編第|

作を 23 才の若さで発表。いま 30

代前半で 40 本近くの長編がある

多作家で、ゴダール以後最大の

スキャンダル・メイ力一。 79 年

ドナテ口賞(最優秀映画作家賞)

を受賞。

川

る

男

』

(

礼

)

、

『

ぺ

ト

ラ

・

フ

ォ

ン

・

カ

ン

ト

の

サ

い

涙

』

(

刀

)

、

『

不

安

が

魂

を

蝕

ば

む

』

(

η
・

カ

ン

ヌ

映

画

祭

国

際

批

評

家

賞

)

、

『

自

由

の

代

償

』

(

お

)

、

「

絶

望

(

沌

)

な

ど

、

日

年

間

に

初

本

以

上

の

作

品

を

驚

異

的

な

ぺl

ス

で

作

り

続

け

て

い

る

。

ア

ン

チ

・

ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

が

希

望

に

つ

な

が

る

フ

ア

ス

ピ

ン

ダl

映

画

に

は

結

婚

制

度

の

破

壊

、

抑

圧

さ

れ

た

性

、

社

会

的

弱

者

の

孤

独

な

運

命

、

な

ど

の

モ

チ

ー

フ

が

様

々

な

形

で

設

定

さ

れ

る

が

、

一

貫

し

た

テ
l

マ

は

処

女

作

『

愛

は

死

よ

り

も

冷

酷

』

の

タ

イ

ト

-

ル

に

象

徴

さ

れ

る

H
愛

の

不

可

能

性
H
で

あ

る

。

そ

れ

を

明

ら

さ

ま

な

政

治

的

社

会

派

的

視

点

か

ら

で

は

な

く

、

登

場

人

物

た

ち

の

日

常

的

で

ヴ

ィ

ヴ

ィ

ッ

ド

な

心

理

的

関

係

性

の

悲

劇

と

し

て

摘

く

。

絶

望

的

な

ま

で

の

愛

の

飢

餓

感

に

打

ち

ひ

し

が

れ

る

人

間

l

l

そ

れ

が

フ

ア

ス

ピ

ン

ダl

の

主

人

公

た

ち

だ

。

フ

ア

ス

ピ

ン

ダ

l

は

一

一

一

一

口

う

。

「

僕

の

映

画

は

一

作

一

作

、

人

間

の

行

動

に

関

す

る

独

立

し

た

談

話

み

た

い

な

も

の

で
J水

遠

に

絶

望

的

な

も

の

で

な

く

て

は

い

け

な

い

ん

た
w
最

初

か

ら

日

以

後

ま

で

希

望

の

入

り

込

む

余

地

な

ん

て

な

い

。

観

客

の

思

考

プ

ロ

セ

ス

の

な

か

で

、

そ

れ

が

結

局

、

希

望

へ

と

繋

が

っ

て

い

く

。

ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

な

ん

て

カ

ツ

タ

る

い

だ

け

さ

」

。

傑

作

の

結

晶

/

々

ー

ー

〈

ニ

ュ

!

・

ジ

ャ
l

マ

ン

・

シ

ネ

マ

〉

未

曽

有

の

大

ヒ

ッ

ト

/

「

マ

リ

ア

・

、

ブ

ラ

ウ

ン

の

結

婚

」

は

丙

ド

イ

ツ

で

内

年

5

月

に

対

切

ら

れ

、

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

の

驚

嘆

と

絶

賛

ー

ー

ー

か

偉

大

な

映

画

だ

。

戦

後

ド

イ

ツ

の

実

に

正

確

な

レ

プ

リ

カ

。

(

シ

ュ

ピ

i

ゲ

ル

誌

)

を

呼

び

、

商

業

的

に

も

百

三

十

万

人

の

観

客

動

員

と

い

う

〈

ニ

ュ
l

・

ジ

ャ
l

マ

ン

・

シ

ネ

マ

〉

と

し

て

は

異

例

の

成

功

を

収

め

た

作

品

で

あ

る

。

内

年9

月

に

開

催

さ

れ

た

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

映

画

祭

に

も

紹

待

作

品

と

し

て

出

品

さ

れ

か

傑

作

の

結

晶

/

・
0

(ヴ

ィ

レ

ッ

ジ

・

ヴ

ォ

イ

ス

)

、

か

叙

事

詩

的

コ

メ

デ

ィ

と

ロ

マ

ン

チ

ッ

ク

な

バ

ラ

ー

ド

が

見

事

に

合

体

。

(

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

・

タ

イ

ム

ズ

)

な

ど

と

賛

辞

を

受

け

、
m

w月

の

ア

メ

リ

カ

一

般

公

開

で

も

記

録

的

な

ヒ

ッ

ト

を

と

ば

し

て

い

る

。

マ

リ

ア

役

で

ベ

ル

リ

ン

映

画

祭

、

五

演

女

優

賞

を

、

つ

け

た

ハ

ン

ナ

・

シ

グ

ラ

は

、

フ

ア

ス

ピ

ン

ダ
l

の

演

劇

時

代

か

ら

の

仲

間

で

実

力

卜

分

の

演

技

派

。

妖

し し

魅

力

と

成

熟

し

た

美

し

さ

で

、
ω

年

代

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

を

兄

・

事

に

生

き

か

え

ら

せ

た

ば

か

り

か

、

か

デ

ィl

ト

リ

ッ

ヒ

と

ジ

l

ン

・

ハ

!

ロ

!

の

舟

呪

/

・
0

(ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

・

マ

ガ

ジ

ン

)

と

最

大

級

の

賛

辞

を

兵

一

け

て

い

る

。

舞

台

は

第

二

次

大

戦

敗

戦

前

夜

か

ら

戦

後

日

年

間

の

ド

イ

ツ

。

東

部

戦

線

か

ら

口

市

還

し

た

夫

は

、

マ

リ

ア

の

殺

人

の

身

代

り

と

な

っ

て

獄

中

へ

。

夫

の

帰

還

を

待

っ

て

人

生

を

準

備

す

る

決

怠

を

し

た

マ

リ

ア

は

、

実

常

ポ

家

オ

ス

ワ

ル

ト

の

秘

主

と

な

っ

て

、

美

貌

と

ナ

覚

を

武

器

に

戦

後

の

混

乱

期

を

大

胆

に

生

き

抜

く

。

オ

ス

ワ

ル

ト

と

の

愛

。

獄

中

の

犬

へ

の

変

ら

ぬ

愛

。

そ

し

て

オ

ス

ワ

ル

ト

が

急

死

し

、

:

・

出

獄

後

カ

ナ

ダ

へ

旅

立

っ

て

い

た

犬

が

や

っ

と

民

っ

て

く

る

。

が

、

そ

れ

も

つ

か

の

間

、

マ

リ

ア

は

放

と

も

白

殺

と

も

つ

か

な

い

謎

の

死

を

遂

げ

る

:

・

。

耽

美

的

な

映

像

、

遠

近

感

を

生

か

し

た

見

事

な

化

問

感

覚

(

こ

の

映

尚

で

は

ネ

ガ

テ

ィ

ヴ

に

フ

ジ

・

フ

ィ

ル

ム

を

使

っ

て

抜

群

の

効

果

を

あ

げ

て

い

る

)

、

そ

し

て

軽

快

で

パ

ン

チ

の

強

い

語

り

く

ち

。

フ

ア

ス

ピ

ン

ダ
l

は

彼

の

プ

ラ

イ

ベ

ー

ト

な

窓

愛

感

で

も

あ

る

マ

リ

ア

の

愛

の

不

条

樫

を

、

経

済

復

興

を

果

た

し

て

管

理

凶

家

化

し

て

い

く

西

ド

イ

ツ

の

戦

後

史

へ

の

疑

問

に

重

ね

合

わ

せ

、

異

様

な

ま

で

に

美

し

い

映

像

フ

ォ

ル

ム

に

結

実

さ

せ

て

い

る

。
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西ドイツ映画 AlbatrosFilm 十 Trio Film+WDR+Filmverlag

derAutoren

フジカラー ヴィスタサイズ 2 時間( 6 巻、 3.300m)

1979 年イタリア・ドナテロ賞(最優秀

映画作家賞)、ベルリン映画祭主演

女優賞受賞 |

ニューヨーク映画祭閉幕上映!

特別招待作品 |

q;~ 紛争 rk，

モ/ゐm

~YJPQ"/I

6:55

6:05

ショー1月中旬より摂弾口一
く上映時間〉

く月→土> II:40

く日・ネ兄 )10:50

特別鑑賞券 1000 円喜発売中
(一般 1300 円・学生 1100 円のところ)

劇場窓口他都内各プレイガイドでお求め下さい 0

・M体鑑賞のお申し込みはフランス映画社


